
■
５
月

■
５
月
1919
日
開
催

日
開
催

　
令
和
８
年
４
月
14
日
の
厚

生
教
育
常
任
委
員
協
議
会
で

説
明
が
あ
っ
た
と
お
り
、
当

初
令
和
13
年
度
開
所
を
想
定

し
て
令
和
９
年
度
か
ら
の
着

手
と
想
定
し
て
い
た
が
、
当

町
の
待
機
・
保
留
児
童
の
現

状
と
今
後
の
見
通
し
を
考
慮

し
、
現
時
点
で
前
倒
し
の
実

施
を
す
れ
ば
、
１
年
前
倒
し

の
令
和
12
年
度
で
施
設
開
所

が
可
能
に
な
る
見
込
み
と
な

っ
た
、と
再
度
説
明
が
あ
っ
た
。

　
待
機
・
保
留
児
童
対
策
は
、

町
に
と
っ
て
も
懸
案
事
項
で

あ
り
、
早
期
の
対
策
を
行
う

必
要
が
あ
る
た
め
、
１
年
前

倒
し
の
令
和
12
年
度
の
施
設

開
所
に
向
け
て
令
和
８
年
６

月
定
例
会
に
実
施
設
計
に
係

る
費
用
の
補
正
予
算
を
提
案

す
る
。

小
学
校
学
童
保
育
の

　
　
指
定
管
理
者
募
集

　
現
在
の
学
童
保
育
事
業
に

係
る
指
定
管
理
者
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
９
年
３
月
31
日
の
期

間
を
特
定
非
営
利
活
動
法
人

「
高
砂
キ
ッ
ズ
・
ス
ペ
ー
ス
」

が
、
町
内
４
小
学
校
に
あ
る

11
施
設
お
よ
び
長
期
休
業
期

間
中
の
１
施
設
を
運
営
し
て

い
る
。

　
令
和
８
年
度
が
最
終
年
度

で
あ
る
た
め
、
令
和
９
年
４

月
１
日
か
ら
令
和
14
年
３
月

31
日
の
５
年
間
の
指
定
管
理

者
を
、
令
和
８
年
度
に
募
集

す
る
予
定
で
あ
る
。

■
４
月

■
４
月
1414
日
開
催

日
開
催

蓮
池
小
学
校

　
　
学
童
保
育
所
増
設

　
蓮
池
小
学
校
学
童
保
育
所

に
お
い
て
は
、
全
校
児
童
数

698
人
に
対
し
て
235
人
が
利
用

登
録
を
し
て
お
り
、
他
の
小

学
校
に
比
べ
て
利
用
率
が
高

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
新

た
に
建
設
す
る
蓮
池
小
学
校

学
童
保
育
所
に
つ
い
て
は
、

令
和
８
年
６
月
定
例
会
に
お

い
て
整
備
に
係
る
工
事
請
負

費
を
補
正
予
算
と
し
て
計
上

予
定
で
あ
る
。

　
新
設
す
る
学
童
保
育
所
は
、

体
育
館
道
路
側
の
駐
車
場
を

一
部
移
転
さ
せ
て
建
設
す
る
。

　
建
物
の
大
き
さ
は
、
幅
が

16
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
き
が
10

メ
ー
ト
ル
程
度
の
２
階
建
て

で
体
育
館
側
に
ス
ロ
ー
プ
付

き
の
出
入
口
が
あ
り
、
１
階

が
第
４
学
童
保
育
所
、
２
階

が
第
５
学
童
保
育
所
に
な
る
。

【
主
な
質
疑
応
答
】

問　
第
４
学
童
保
育
所
と
し

て
現
在
使
用
し
て
い
る
ム
ー

ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
を
使
用
し
て

い
く
考
え
は
。

答　

現
在
、
ム
ー
ビ
ン
グ
ハ

ウ
ス
は
１
年
間
の
レ
ン
タ
ル

契
約
で
あ
る
。

　
学
童
保
育
所
を
希
望
す
る

方
が
多
い
状
況
と
、
定
員
を

超
え
た
利
用
登
録
児
童
数
を

考
慮
し
、
児
童
に
と
っ
て
よ

り
良
い
健
全
な
環
境
を
整
え

る
た
め
に
も
、
今
回
の
学
童

保
育
所
の
新
設
は
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

行
政
視
察

■
４
月

■
４
月
1616
日日

播
磨
町
児
童
発
達
支
援

　
　
セ
ン
タ
ー
ま
に
ま
に

　
委
員
会
視
察
と
し
て
、
令

和
８
年
２
月
１
日
に
開
設
し

た
播
磨
町
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
の
支
援
業
務
等
に
つ

い
て
の
視
察
を
行
っ
た
。

　
播
磨
町
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
の
目
的
は
、
18
歳
未

満
の
児
童
と
そ
の
家
族
が
安

心
し
て
地
域
で
子
育
て
を
し
、

成
長
で
き
る
よ
う
に
支
援
を

行
い
、
地
域
の
中
核
的
な
支

援
機
関
の
一
つ
と
し
て
、
学

校
や
園
、
医
療
機
関
等
の
関

連
機
関
と
の
連
携
づ
く
り
か

ら
地
域
支
援
を
行
う
こ
と
で

あ
る
。

　
播
磨
町
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
の
業
務
と
し
て
、

　
①
児
童
通
所
支
援
で
は
児

童
発
達
支
援
と
保
育
所
等
訪

問
支
援
事
業
、
②
相
談
支
援

で
は
基
本
相
談
（
入
口
相

談
）、
専
門
相
談
、
障
害
児

相
談
支
援
事
業
、
親
子
教
室
、

③
地
域
支
援
で
は
巡
回
相
談
、

家
庭
支
援
・
き
ょ
う
だ
い
支

援
、
地
域
の
力
を
向
上
さ
せ

る
研
修
、
啓
発
活
動
が
あ
る
。

④
関
連
す
る
業
務
と
し
て
関

係
機
関
と
の
連
携
が
あ
り
、

⑤
そ
の
他
で
は
事
業
の
質
向

上
、
職
員
研
修
、
苦
情
対
応

が
あ
る
。

　
播
磨
町
児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
か
ら
学
校
や
園
等
に

訪
問
を
し
て
、
支
援
方
法
に

悩
ん
で
い
る
支
援
者
の
方
へ

助
言
や
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

地
域
の
支
援
者
が
療
育
的
な

関
わ
り
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
そ
れ
が
障
が
い
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち

が
地
域
で
成
長
で
き
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
く
と
の
考
え
を
伺
っ
た
。

　【
主
な
質
疑
応
答
】

問　
播
磨
町
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
業
務
委
託
仕
様
書

の
内
容
で
は
、
人
員
基
準
が

低
く
感
じ
る
。
今
の
人
数
で

十
分
対
応
で
き
、
効
果
が
発

揮
で
き
る
と
認
識
し
て
い
る

の
か
。

答　

業
務
委
託
仕
様
書
に
は
、

播
磨
町
児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
の
広
さ
や
、
播
磨
町
の

人
口
を
考
慮
し
、
最
低
限
の

人
数
を
記
載
し
て
い
る
。
実

際
に
播
磨
町
児
童
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
が
稼
働
し
て
い
く

中
で
、
他
の
職
種
の
職
員
の

必
要
性
が
で
て
く
る
か
も
し

れ
な
い
。
今
後
必
要
に
応
じ

て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

う
が
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と

し
て
は
、
現
時
点
で
の
人
数

と
職
種
が
い
れ
ば
、
業
務
委

託
仕
様
書
に
記
載
の
あ
る
事

業
は
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

厚
生
教
育

厚
生
教
育

保
育
施
設
整
備
に
向
け

　
　
　
　
　
　
　
蓮
池
を
活
用

　委員会では議会閉会中も暮らしやすい町づくり
に向けて調査・研究をしています。
　なお、詳しい内容は播磨町議会ホームページの
委員会報告書をご覧ください。

委員会報告書は
こちら

総
務
建
設

総
務
建
設

広
報
公
聴

広
報
公
聴

■
４
月

■
４
月
1414
日
開
催

日
開
催

議
決
し
た
損
害
賠
償
額
の

誤
り
に
よ
る
変
更

　
令
和
８
年
３
月
定
例
会
で

議
決
さ
れ
た
車
両
損
害
に
関

わ
る
「
損
害
賠
償
の
額
の
決

定
及
び
和
解
の
件
」
に
つ
い

て
、
積
算
内
容
に
一
部
誤
り

が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

適
正
な
損
害
賠
償
額
に
訂
正

す
る
た
め
、
議
決
し
た
損
害

賠
償
額
を
変
更
す
る
必
要
が

生
じ
た
と
の
報
告
を
受
け
た
。

変
更
内
容
は
、
７
２
万
２
０

０
０
円
と
し
て
い
た
損
害
賠

償
額
に
、
レ
ン
タ
カ
ー
代
・

レ
ッ
カ
ー
代
・
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
修
理
代
の
未
計
上
分
を
加

え
１
０
４
万
３
１
８
円
へ
変

更
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

本
件
賠
償
額
は
、
全
国
町
村

会
総
合
賠
償
補
償
保
険
に
よ

り
全
額
補
塡
さ
れ
、
公
費
負

担
は
生
じ
な
い
。

　
今
後
は
、
見
積
書
等
の
内

訳
と
の
照
合
作
業
と
複
数
人

に
よ
る
審
査
体
制
の
強
化
、

関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を

図
り
、
再
発
防
止
に
努
め
る

と
説
明
が
あ
っ
た
。

■
５
月

■
５
月
1919
日
開
催

日
開
催

固
定
資
産
税
の
課
税
誤
り

　
令
和
８
年
５
月
８
日
に
発

送
し
た
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
納
税
通
知
書
に
つ
い

て
、
５
月
12
日
に
納
税
義
務

者
か
ら
税
額
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
が
あ
り
確
認
し
た
結

果
、
一
部
の
償
却
資
産
に
お

い
て
、
耐
用
年
数
に
伴
う
課

税
標
準
額
の
減
額
が
正
し
く

処
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
前
年

と
同
額
の
税
額
と
な
っ
て
い

た
こ
と
が
判
明
し
た
。
税
額

に
変
更
が
あ
る
件
数
は
163
件
、

影
響
税
額
は
合
計
２
１
１
６

万
２
４
０
０
円
で
あ
る
。
原

因
は
、
課
税
シ
ス
テ
ム
操
作

時
の
誤
り
と
最
終
確
認
不
足

に
よ
る
も
の
で
、
対
象
者
に

は
再
計
算
後
、
５
月
13
日
と

15
日
に
お
詫
び
の
文
書
と
正

し
い
税
額
の
納
税
通
知
書
を

送
付
し
た
。

　
今
後
は
、
確
認
体
制
や
事

務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
直

し
、
再
発
防
止
に
努
め
る
と

の
説
明
が
あ
っ
た
。

委
員
会
視
察

■
５
月

■
５
月
2222
日日

　
広
報
・
公
聴
の
技
能
研
鑽
・

情
報
収
集
の
た
め
、
多
可
町

議
会
を
視
察
し
た
。

　
全
国
町
村
議
会
や
兵
庫
県

町
議
会
の
広
報
紙
コ
ン
ク
ー

ル
で
、
何
度
か
受
賞
し
て
い

る
多
可
町
議
会
だ
よ
り
に
つ

い
て
、
発
行
ま
で
の
編
集
作

業
の
工
程
や
、
広
聴
活
動
に

つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

　
特
徴
と
し
て
は
、
発
行
ま

で
の
会
議
回
数
が
当
委
員
会

よ
り
も
多
く
、
１
期
目
の
議

員
で
あ
る
委
員
長
が
グ
ラ
フ

ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
で
あ
り
、

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
を
使
用

し
た
原
稿
作
り
を
行
い
、
印

刷
会
社
へ
ダ
イ
レ
ク
ト
に
入

稿
で
き
る
た
め
、
委
員
会
全

体
と
印
刷
会
社
間
で
の
デ
ザ

イ
ン
調
整
が
不
要
と
な
っ
て

い
る
。
た
だ
、
そ
れ
以
前
も

賞
を
獲
得
し
て
い
る
の
で
、

も
と
も
と
の
地
固
め
が
で
き

て
い
る
。

　
そ
の
地
固
め
に
は
広
聴
の

役
割
が
大
き
く
、
委
員
会
だ

け
で
な
く
議
員
全
体
で
住
民

対
話
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

そ
の
開
催
回
数
は
年
間
20
回

以
上
に
及
び
、
議
会
と
住
民

の
近
さ
が
伺
え
る
。

　
広
報
と
広
聴
は
相
互
に
補

完
す
る
も
の
で
あ
り
、
広
報

を
伸
ば
す
に
は
、
や
は
り
広

聴
に
力
を
入
れ
な
い
と
一
方

的
な
発
信
と
捉
え
ら
れ
が
ち

に
な
る
。

　
広
聴
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

は
個
人
的
な
こ
と
は
個
人
へ
、

住
民
に
広
く
関
係
す
る
こ
と

は
広
報
へ
と
い
う
こ
と
に
な

る
が
、
意
見
・
相
談
と
し
て

伺
い
、
内
容
は
委
員
会
で
議

論
し
、
議
員
全
体
に
共
有
す

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
性
質

が
違
っ
た
も
の
と
な
る
場
合

も
あ
る
。

　
議
員
は
普
段
、
個
人
で
相

談
を
受
け
る
の
が
大
半
だ
が
、

や
は
り
多
可
町
議
会
の
よ
う

に
委
員
会
ま
た
は
議
会
全
体

で
住
民
と
気
軽
に
話
す
機
会

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
、

結
果
的
に
広
報
に
表
れ
て
く

る
良
い
例
と
な
っ
て
い
る
。

　
視
察
で
話
を
伺
う
こ
と
で

深
い
気
づ
き
が
委
員
全
員
に

あ
り
、
こ
れ
を
公
聴
と
広
報

に
生
か
し
て
い
く
。

派
遣
委
員

委
員
長　
　
細
田　
武
男

副
委
員
長　
板
谷　
良
祐　

                 

　
　
委
員　
大
北　
良
子

　
　
　
　
　
大
瀧　
金
三

　
　
　
　
　
竹
内　
基
就  

議
長　
　
　
岡
田
千
賀
子

議
決
を
得
た
損
害
賠
償
額
の
変
更

保育施設計画の「蓮池」
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